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発 言 項 目 
 

発 言 の 種 類 代表質問 ・ 一般質問 ・ 討 論 

質 問 形 式 一 括 方 式  ・  一問一答方式 

答弁を求める者 市長 ・ 教育委員長 ・ 上下水道事業管理者 

 

発言日 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 １ ５ 日 

質 問 項 目 要 旨 

１ 中心市街地活性化について ①甲府市中心市街地活性化基本計画」折り

返しの本年、歩行者通行量は目標に対し

数値減少であります。施策執行により終

了年までに目標達成を行わなければなら

ないと考えますが、当局の御見解をお示

しください。 

②各事務事業の進捗状況、推進し見えてき

た今後の活性化への見通し、改善の兆し

及び改善の必要性のある事務事業につい

て、それぞれ具体的に項目でお示しくだ

さい。 

２ 稼ぐ産業振興・ブランド化促進

について 

①官学開発の「甲府ワイン」を民間事業者

に委託し、民活で「甲府の街」が稼げる

アイテムとして進めて行くお考えについ

て伺います。 

②国の補助メニューを使い易いように民間

事業者に活用させ、既存の甲府之証や、

新たな「甲府のワイン」販路開拓の後押

しを行い、併せて県や、市長が行われて

いる海外展開に乗せて行くことも必要だ

と考えますが、当局の御所見をお示しく

ださい。 



3 

 

質 問 項 目 要 旨 

３ 中心市街地と連結するコンパク

トシティの推進について 

①コンパクトシティは中心市街地でも推進

し、周辺市街化区域内でも再編を行い、

公共交通で結節していくことが必要だと

考えます、当局の御所見をお伺いいたし

ます。 

②市街化調整区域はコンパクトシティとし

て区画を区切り、優良農地と住宅地を計

画的に線引き明確化させ、計画的で秩序

ある開発を目指すべきと思いますが、当

局の御所見をお伺いいたします。 

③新たな第六次甲府市総合計画から新たな

甲府市都市計画マスタープランとして、

コンパクトシティ構想の追加を含め、庁

内論議をされるべき時と考えますが、当

局の御所見をお示しください。 

４ まちづくりと一体とさせた遊亀

公園附属動物園整備について 

①甲府市全体の動物園について、本市とし

ての「ありたき姿」をお示しください。 

②動物を育むと言う観点から、本市職員や

外部講師で座学などを総合市民会館で行

いながら、まちづくりとして総合市民会

館、遊亀公園や周辺史跡と動物園をコラ

ボし、水に親しめる回遊の導線を引き、

エリア周辺地域活性化の街づくりと併せ

て行うことが望ましいと考えますが、当

局の御所見をお示しください。 

③本市動物園の動物頭数に比する獣医人数

は不足している現状での獣医増員につい

て、併用業務の検討とともに、新規採用

についての御所見をお示しください。ま

た、親しみの湧く動物園ともできる職員

の新たな制服採用について、当局の御見

解をお示しください。 
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公明党の佐野弘仁です。兵道代表の代表質問に続き一般質

問を行わせて頂きます。本日は「甲府市賑わいのまちづく

り」の施策提言として 4 題について質問を行います。 

始めに「① 中心市街地の活性化について」であります。 

旧中心市街地活性化基本計画終了に当たり、H26 年 12 月本

会議に於いて総括的に質問を致しました。 

この旧中活基本計画は H20 年施行、H26 年 10 月に終了、

旧計画での数値目標の達成度評価として、全
ぜん

78 事業のうち、

計画期間終了までの間に、約 90％の 71 事業が推進できたも

のの、事業効果を量る 3 つの目標値を下回ったことが反省

点に挙げられております。 

前回質問で、ご答弁の通り、H26 年 10 月 17 日、国より

二度目の認定を受け、同年 11 月から「新甲府市中心市街地

活性化基本計画」がスタート、H32 年 3 月末まで計画期間

として制定されました。 

基本方針で「見て楽しみ、買って楽しめる中心市街地。

歴史、文化、芸術が薫る中心市街地」「まちとつながる、人

とつながる中心市街地」を掲げ、舞鶴城公園などの地域資
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源を活用、住む人、訪れる人にとって、歴史・文化・芸術

が感じられるまちを目指し、年毎にマネジメントサイクル

を回し、施策に取り組まれているものと考えます。 

それと共に第六次総合計画、中心市街地の活性化のそれ

ぞれの施策とも連動、関連付けされており「目標」数値も

共に同じですので、双方の達成度評価で指標数値の確認が

できます。 

まず前回調査の市民アンケート結果を引用すると、甲府

駅北口、南口、市役所周辺各エリアに対し 50％以上の市民

から事業効果が評価されている一方、中心商店街エリアに、

にぎわいが創出されたと思うは僅か 2.2％、事業効果があっ

たがにぎわいが創出されたとまでは言えないが 20.8％、事

業効果があまり見られなかったは 62.7％であり、中心商店

街エリアのにぎわいを実感するまでの結果に至っていない

という、多くの市民の声を聞く事ができました。 

国への「最終フォローアップに関する報告」で行った、  

この指標を、定量的な活性化の賑わいの値である交流人口

基礎数値である、歩行者通行量の確認としては、H25 年の
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計画目標値 188,010 人を達成するに対し実績は、歩行者通

行量実績値が 151,626 人で 80.6％の計画達成度でありまし

た。 

新基本計画と第六次総合計画の目標値は同じで、人口減

を加味され前回目標より 1,400 人余下げ 186,564 人として

います。その上で H28 年度の実測値を見ると、H25 年の

151,626 人から 131,584 人へ 2 万人余の減少、要因は民間

商業 2 施設撤退と気候に拠るものと要因分析が出来ていま

すが、此れに関しては、相手方に依存される変化で無く、

変化点を機敏に捉え、公共政策の施策執行で、数値増に結

果を示さなければならないものだと考えます。 

今後につきましては、新たな市条例や H27 年度主要事業

の補助金概要にある補助金メニューになどにより、対策を

繰り返し行う事で改善が見られる期待ができます。 

しかし、旧計画 H25 最終年目標値と比しても H28 年達成

度は 69.9％と 10％余り更に低下していることに付いては、

残り半期を残して気になるところで有ります。 
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そこで質問します。 

「甲府市中心市街地活性化基本計画」の折り返し年であ

る本年、数値減少の事実があります。新たな条例制定や施

策執行は 28 年度に粗出そろい、期待できる事を承知できま

すが、減少には対策の施策執行で結果を示さなければなら

ず、終了年までには歩行者通行量増へ向け、目標達成を行

わなければならないと考えますが、当局の御見解をお示し

ください。 

 

二つ目の質問です。 

完了年へ向け、特に、見て楽しみ、買って楽しめる中心

市街地。歴史、文化、芸術が薫る中心市街地への達成に向

け、各事務事業の進捗状況、推進し見えてきた今後の活性

化への見通し、改善の兆しについて。反対に改善の必要性

のある事務事業につき、それぞれ具体的に項目でお示しく

ださい。 
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中村企画部長答弁 

「甲府市中心市街地活性化基本計画の進捗状況等について」 

「甲府市中心市街地活性化基本計画」は、中心市街地の

魅力減少や中心商店街エリアでの事業効果の薄さなど、1 期

計画の検証結果を踏まえ 5 つの課題解決を主眼に置き、新

たな事業展開を図るための設計図として平成 26 年 11 月に 

2 期計画を策定し、社会経済情勢等の変化を踏まえ、 

平成 28 年 3 月に計画の変更を行ったところであります。 

この間、本計画の 3 つの基本方針ごとに位置付けた 43 の

事業を鋭意推進してきたところでありますが、人口減少の

進展に加え、計画事業が進捗過程にあることなどにより、

歩行者通行量をはじめとした指標と実績とに、依然として、

大きな差が生じております。 

こうした中、過去 3 年間に実施してきた主な事業の実績

といたしましては、基本方針①の『見て楽しみ、買って楽

しめる 中心市街地』に係る「空き店舗事業」では 33 件に

補助支援を行い、うち 32 件が現在も営業を継続しており、 

また、「小グループ自主的取り組み支援事業」では、商店
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街等の情報発信や交流拠点整備、「まちゼミ」の開催など 

17 件に支援したところでありますが、「まちなか不動産バン

ク事業」については、事業用物件が 10 件と少なく、成約件

数についても 3 件にとどまっておりますことから、今後、

運営方法等の改善が必要であると考えております。 

ハード整備が中心となる基本方針②の『歴史、文化、芸

術が薫る中心市街地』に係る事業としては、1 つ目の「まち

なか回遊道路整備事業」は、平成 31 年度の感性に向け、ま

た、2 つ目の「甲府中央 1 丁目地区優良建築物整備事業」も、

今年度中の完成に向け、ともに順調に進捗しているところ

であります。 

こうした取り組みを着実に進めてきたことにより、成果

指標の 1 つである「空き店舗数」は現時点で目標値 173 件

に対し 170 件にまで抑制が図られてきており、加えて、低

迷している歩行者通行量についても甲府銀座ビル跡地の整

備完了等を契機に、賑わいを誘発し、安全で快適な導線を

確保することで、改善に転じていくものと期待しておりま

す。 
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更には、ジュエリーショップやカフェなどの出店、自主

的なイベントの開催、リノベーションの取組など、若者が

集い、若者ならではの視点で中心市街地の活性化に向けた

魅力的な活動が拡大して来ております。 

中心街地の活性化は、本市の長年の課題でありますが、

今後とも、甲府商工会議所をはじめ、各商店街や合同会社

まちづくり甲府などとの連携を更に深める中で、一つひと

つの取組が大きなうねりとなり、中心市街地の賑わいの創

出につながるよう最大限努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 

要望 

ありがとうございました。本年は計画終了年までの折り

返しの年でありますことから、現在ある施策や各事務事業

を駆使して、複合的な目的手段の連鎖構造を駆使して頂き、

中心市街地の賑わいの結果を示して頂きたいことでありま

す。最終年前には結果をご確認させて頂きたい事これを要

望しまして、ご期待し、質問を閉じさせていただきます。 
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「②稼ぐ産業振興・ブランド化促進。について」行います。 

甲府のブランドとして過去に「宝石の街こうふ」推進に

ついて質問してきましたが、もう一つ重要なブランドアイ

テムである「甲府のワイン」について質問を致します。 

甲州葡萄は、カスピ海沿岸原産のヴィティス・ヴィニフ

ェラ種のぶどうがシルクロードを通り、中国で棘葡萄と交

雑し、日本に渡り栽培されている事が DNA 判定で分かって

おり、この名残で甲州葡萄の枝には小さく棘があるそうで

す。そしてこの甲州葡萄、ワインと甲府の歴史について述

べれば、明治も過ぎたころから山梨県令・藤村紫朗の殖産

興業政策で葡萄酒の醸造が試みられますが、これより先行

し 1870 年には、既に甲府の山田宥教と詫間憲久 両氏が清

酒の醸造技術を応用し、二人の共同出資によって甲府市広

庭町、現在の武田で甲州葡萄からワイン醸造を行いました。

近代日本、山梨県産ワイン醸造に於ける黎明期の先駆けは

勝沼で無く、歴史的に、日本の源流地も甲府市であります。 

本市が進め山梨大学の柳田先生との協働で、このルーツ

の地、武田のお堀の酵母から、甲府ブランドのワインが醸
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造されることを承知しておりますが、開府 500 年の翌年は

初醸造から150年の佳節に符合するに当たり、慶事と捉え、

前段は若干情緒的ではありましたが「甲府の誇り」を議事

録に留め、先達たちの想いなどを述べさせて頂きました。 

さて、近年のワイン生産状況についてですが、EU 諸国へ

輸出・販売する場合には、国際ブドウ・ワイン機構「OIV」

への葡萄品種登録及び生産国の表示規則が必要となります。 

H22 年 1 月には「甲州葡萄」の登録申請書が提出され、

同年 8 月に品種リストに登録。現在 EU へ輸出できる日本

のワイン用葡萄の品種は「マスカット・ベーリーＡ」と、 

「甲州」の２つのみでしかありません。更に「甲州葡萄」

で造られる甲州ワインの世界的な人気は高まっており、H28

年 5 月に開催された G7 伊勢志摩サミットでも甲府酒折の

「甲州ワイン」が饗応され、各国首脳の評判は上々だった

そうです。世界の首脳を唸らせる評判の通りに、山梨県産

ワイン輸出量は５年間で、２０倍以上に拡大しております。 

そこで質問します。官学で開発されている甲府ブランド

「甲府のワイン」を、甲府市の「平成殖産興業策」とし、
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民間事業者に委託、民活で「甲府の街」が稼げるアイテム

として進めて行くお考えについては如何お考えか、 

本市の御所見をお伺いします。 

さて、最近の県内醸造メーカーは海外ワイン産地と同じ

く自社畑で葡萄を造り、ワイン醸造まで一貫して行う流れ

が踏襲されていますが、日本は農地法の関係で、農家とワ

イナリーの多くは別々の運営です。更に本市では次の質問

で関連しますが「甲府市の歌」の葡萄の丘や、葡萄畑が年々

失われ減少している現状があります。今後のブランド化で

の生産体制、海外展開まで考えれば、これが是正され、 

こだわりの生産収穫の甲州葡萄がワインに、質の高い甲府

ワインが海外に拡がっていくことが、本市産業や本市の活

性化には必要だと考えております。 

次に「甲府市での平成の殖産興業策」を実現する為の、

もうひと押しとして、今ある「甲府の証」を含め、甲府市

が主導して国の補助制度を民活に使い易くすようにし、促

進や後押しを進めることは更に必要だと考えます。 

公明党が主導した経産省・中小企業庁所管の地域資源を
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活用した、ふるさと名物の開発・販路開拓を推進するため

の地域振興につながる支援策である、「ふるさと名物応援事

業」は、各地の優れた農林水産品ブランド化や海外販路の

開拓と進出を国で補助します。 

H29 年度は 13.5 億円「ふるさと名物支援事業」および「JAPAN

ブランド育成支援」等の補助申し込みは 2 月末から 3 月の

期間で既に終了ですが、来年も継続される見込み、H31 年ま

でのメニューであるとことは開府 500 年にも好機だと考え

ております。 

そこで質問します。国の補助メニューを使い易いように

市が民活に活用、既存の「甲府の証」認定品を含め、新た

な「甲府のワイン」販路開拓の後押しを行う。 

そして、県主導の海外プロモーションや、市長が行われ

ている海外展開に乗せて行くことが、今後大いに必要だと

考えられますが、当局の御所見をお示しください。5‘25“ 
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小林産業部長答弁 

「甲府のワイン」によるワイン産業の活性化及び、 

甲府ブランド等の販路開拓支援について 

本市では、昨年度から山梨大学との共同研究に拠り、 

市内で採取された酵母、市内で収穫されたブドウを使用し、 

開府 500 年という歴史的な節目を迎えるにあたり物語性の

ある「スパークリングワイン」の開発に取り組んでおり、

現在は、ワイン醸造に最適な酵母の特定を進めているとこ

ろであります。特定された酵母は、市内の協力ワイナリー

に提供し、本年度の商品化及び販売を予定しております。

この産学官連携に拠る取組により完成したワインにつきま

しては、「甲府ブランド」として認定し、広く国内外にプロ

モーションを行う事で、国産ワイン発祥の地として、明治

時代から歴史を刻んできた本市のワイン産業の更なる発展

につなげるとともに、ワインを活用した誘客の促進に拠り、 

本市の認知度を高め、「稼ぐまち甲府」の具現化を目指して

まいります。 

次に、販路開拓支援につきましては、本年 4 月に施行し
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た「甲府市中小企業・小規模企業振興条例」の基本的施策

に「販路拡大の促進」「地場産業の振興」を掲げており、そ

の新たな取組みのひとつとして、この度、県内の市町村で

は初めて、ジェトロ山梨振興協議会へ加入したところであ

ります。 

協議会の加入に伴い、ジェトロ山梨の持つ海外市場の情

報、海外展開のノウハウやネットワーク等を効果的に活用

しながら、市場調査、セミナーなどを連携して実施するこ

とが可能となる事から、「甲府の証」をはじめ甲府のワイン

やジュエリーなど本市地場産業の海外への販路拡大に向け

調査・研究を行ってまいります。 

なお、ご提案の経済産業省の「ふるさと名物応援事業」

につきましては、事業者等が自らこの事業を活用して販路

開拓等を進めるものでありますので、本市といたしまして

も、その後押しをすることが必要であると考えております

事から、事業採択に有利となる、優れた地域資源について

「ふるさと名物応援宣言」を行うことを検討してまいりま

す。 
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要望 

非常に前向きなご答弁をありがとうございました。 

まずは仮称で呼びますが「甲府のワイン」スパークリング

ですかね、これを甲府ブランドと認定され、国内外にプロ

モーションされる事。嬉しく思います。 

「ふるさと名物応援宣言」については実施を検討されて

いくとの力強い、ご答弁、心から感謝致します。どうか前

へと励んで戴きたいと思います。 

それでは次の質問に移ります。 
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③中心市街地と連結するコンパクトシティの推進について。 

去るH26年の12月9日の本会議にて「コンパクトシティ」

は一回目の質問を行い、「中心市街地と市内各地域連動の活

性化と公共交通連結」「改正都市再生特別措置法と立地適正

化計画」「土地の秩序有る計画的開発」を 

中心に、本市のコンパクトシティについて質しました。 

樋口市長に於かれましては、本年 3 月定例会での「市長

説明書（1）」市政運営に対する所信説明にて「計画的な土

地利用の推進につきましては、コンパクトなまちづくりに

向けた取組を行い、将来を見据えた計画的な土地利用を推

進」として政策を掲げておられます事から、本日は議員の

立場で、施策推進の提言二度目の質問を行います。 

始めに前段質問、中心市街地活性化として、ご答弁の通

り、にぎわいを取り戻すことが必要でありますが、 

此れに続き、市街化区域内の各周辺区域は改正都市再生特

別措置法と立地適正化計画で、住みなれたまちでの衣食住、 

医療介護をそろえたコンパクトシティ化を行い、地域単位

のコンパクトシティ間を公共交通で賑わう中心街と連結さ
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せ、全市に賑わいを連動させる重層的な活性化策は、H26 年

の質問通りに必要な施策だと考えております。 

しかし、そればかりでなく、コンパクトシティ推進のた

め同時に対策していくための課題は、立地適正化計画適用

外の、開発を抑制すべき市街化調整区域についてです。 

この区域の開発については、同じく H26 年 12 月 9 日本会

議「市街化調整区域の開発」にて「防災、農業振興、都市

開発」で三項目を行いました。 

現在、市街化調整区域の開発は、50 戸連たんなどに因り、

防災上の課題や、農業振興の低下などの諸課題がある中、

必要に迫られた開発として、農地転用などが進められてい

ることと考えております。 

しかし先ほどの質問「甲府のワイン」など、農産物での

産業振興が必要であれば、この様な開発は良いとは言えず、

甲府の有用財産である、優良農地の減少には憂慮します。 

また、あまりやり過ぎると農地の白地が点在、虫食い状

態の開発となり、地域全体の調和のとれた、適正で秩序あ

る土地利用が難しくなります。 
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また古くから水害の多い場所の田畑、果樹園であれば、

防災上の観点から、自然の遊水地機能を果たしており、 

それをコンクリート張りの宅地に変えれば、本来浸透され

る水が表流水となります。取水主目的の農業用水路は、流

れの抵抗や洪水対策を考えていないことから、表流水が一

気に流れ込めば溢れて浸水、という問題を考慮しなければ

ならないものだと思います。 

結論的に、これ等を解決するため開発を認める市街化区

域は核となる地域で再編し、開発抑制の市街化調整区域は

区画を切り、この中へコンパクトに人や街を集積させる、

新たなコンパクトシティを実現する誘導区域を再構築する

イメージで行い、急速に宅地開発が行われている現状から、

早急にコンパクトシティで、秩序有る開発へ、対策と未然

防止を兼ね、新たな発想の都市開発を行わなければならな

いものだと考えます。 

そこで質問します。 

コンパクトシティ構想は、市街化区域内で核となる中心

市街地の推進、周辺の再編は、学校区毎などを目安にし、
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医療、介護、衣食住で立地の計画を進める。これを公共交

通で結節していくことについては、必要だと考えますが、 

当局の御所見をお伺いします。 

二つ目 

本市市街化調整区域では区画を区切り、優良農地と住宅

地を計画的に線引き明確化集中させ、甲府へ住んで貰う、

人口増化策として行い、計画的で秩序ある開発で、農業振

興と新たなコミュニティの創生と、市財政収益増を目指す

べきだと思いますが、当局の御所見をお伺い致します。 

三つ目 

現在の「甲府市都市計画マスタープラン」は「第五次甲

府市総合計画」に基づき策定されております。樋口市長の

元、新たに「第六次甲府市総合計画」も 2 年目であり、現

況や時代の趨勢から、新たな「甲府市都市計画マスタープ

ラン」として、コンパクトシティ構想の追加を含め、検討

や庁内論議をされるべき時だと考えますが、 

当局の御所見をお伺い致します。 
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秋山 都市建設部長答弁 

「コンパクトシティ構想の推進について」 

人口の急激な減少や超高齢化の時代において、持続可能な

活力あるまちづくりを進めていくためには、まとまりのあ

る市街地の形成や、緑豊かな農地の保全、利用しやすい公

共交通機関の確保が求められています。 

具体的には、市街化区域内の人口密度の維持を図る中で、

医療・福祉・商業等の施設の立地を誘導し、バス等の公共

交通機網の充実を図るなど、コンパクト・プラス・ネット

ワークのまちづくりについて「甲府市都市計画マスタープ

ラン」を策定する中で、進めてまいります。 

一方、市街化調整区域においては、本市の自然豊かな地

域特性を活かし、緑地空間を備えた景観に配慮した良好な

環境を保全し、農業との調和を図りつつ新たな地域コミュ

ニティの創出を目指してまいります。 
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秋山 都市建設部長答弁 

「甲府市都市計画マスタープラン」 

国では、「市民に最も近い立場にある市が、市都市計画マ

スタープランの策定を通じて、創意工夫の下に市民の意見

を反映する中で、まちづくりの具体性のある将来ビジョン

を確立し、地区別にあるべき市街地像をしめすこと」を推

奨しており、これを受けて、本市では、「第六次甲府市総合

計画マスタープラン」の策定に取り組んでいます。 

本マスタープランでは、土地利用、各市湯施設の整備の

目標に加え、生活像、産業構造、都市交通、自然的環境等

に関する現状及び動向を勘案した将来ビジョンの明確化を

図るとともに、都市の防災性の向上やバリアフリー化、良

好な景観の保全・形成等、各種の社会的課題への都市計画

としての対応も盛り込む予定であります。 

特に人口減少・少子高齢化が進展する現在、コンパクト

なまちづくりの形成を目指すことは、喫緊の課題と認識し

ており、集約型都市構造の実現に向けた都市計画としての

対応は重要な柱であると考えております。 
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こうした中、今年度「甲府市都市計画審議会」に、都市

計画や交通計画の専門知識を有する学識経験者等から構成

する「専門委員会」を設置し、居住機能や都市機能の誘導

によるコンパクトシティ形成への取組や、リニア中央新幹

線の新駅等、新たな拠点施設を活用した本市の活性化など、

持続的に発展する都市構造のあり方について、今年 10 月を

目途に都市計画審議会に意見を提出頂き、甲府市都市計画

マスタープランに反映してまいりたいと考えています。 

一方、平成 26 年度に「甲府市都市計画マスタープラン策

定庁内検討会議」を設置し、人口減少・少子高齢社会にお

ける持続可能なまちづくりについて、協議を重ねてきたと

ころであり、新設した「専門委員会」との連携を図りなが

ら、今後、「甲府市都市計画マスタープラン」の策定に取り

組んでまいります。 
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要望 

それぞれ ご答弁を頂きまして、ありがとうございました。 

まず、嬉しい事に、来年 3 月度を目途に、新たな「甲府

市都市計画マスタープラン」が策定されるとのこと、それ

と、今年 10 月までには「都市計画審議会」にて 

コンパクトシティ形成の取組について意見を出して頂き、

都市計画マスタープランに反映して戴くとのこと、 

大変に嬉しく思い、また期待しております。 

コンパクト・プラス・ネットワークとして質問の趣旨に

そぐう形で公共交通連結についてと、農業との調和、新た

な地域コミュニティの創出について、これも「甲府市都市

計画マスタープラン」の議論の中で目指すと示されました。 

甲府にとって産業振興、税収増、インフラ、防災、福祉

に重要な施策であります、どうかしっかり進めて頂きたい

事を要望しまして、本質問を閉じさせて頂きます。 
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④街づくりと一体とさせた遊亀公園動物園整備について 

動物園に資する議会質問は平成 26 年 6 月 12 日の質問に

於いて、移転せず現在地で推進すべきとの内容で、始めに

「ありたき姿」二点目「歴史的な観点」三点目「観光集客

の導線と立地条件」最後に「動物園の使命」について述べ

ました。翌、平成 27 年 6 月 16 日に二度目となる「遊亀公

園附属動物園の整備事業について」では、前回同様「現在

地での整備」と「動物園位置づけ」を質しました。 

この後 6 月 24 日に実施された有識者、地域住民の代表が

参画した遊亀公園附属動物園整備検討会議に於いて、当局

より整備場所について議会質問の移転問題も提言され、 

会議で「現在地整備が妥当」との結論で終止符が打たれ、

現在地での決定がなされた経緯が有ります。 

今６月からは再度、甲府市民全体の幅広い層から公募に

拠り、意見集約を兼ねた協議会が開催されることをお聞き

しています。市民からの建設的な意見をお聴きすることは

非常に重要なことであります。しかし事業主体の本市当局

が常に進むべき先「動物園のありたき姿を描き」明確に示
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していなければ、次のステップで皆が迷ってしまいます。 

またそれが無いと、個々の先入観が強くなってしまい、

目先の事務事業的な枝葉のみに捉われる結果となり、本当

に進むべき先がどこなのか、客観的な視点が弱くなる場合

があります。 

地域を含め甲府市民の意見や想いプラス、有識者の意見

から導き出される客観的な現状の現実的な構想、具体的な

予算や補助金との兼ね合いや工期と言う現実を、施策レベ

ルに乗せ、交互に出てくるような形で熟成討議が成される

事。そして何より根幹には、当局の確固たる「ありたき姿」

が指
さし

示
しめ

されつつ、政策と言う企画立案に拠り、動物園整備

を進めなければならないものだと考えます。 

そこで質問します 

遊亀公園並びに、遊亀公園付属動物園のリニューアル事業

については、平成 31年に動物園開園 100周年の佳節を迎え、

樋口市長も政策と掲げる「開府 500 年事業」の眼目でもあ

るものだと考えます。近県からも来園して戴いている方々

や、近隣市町村、地元地域、ひいては甲府市民嘱望の事業
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であります。甲府市全体の動物園をどうして行くのか、ま

た何を目指されて行くのか、本市としての「ありたき姿」

を明確にお示しください。 

二つ目 

動物を育むと言う観点からの市民へ遍く行える生涯教育

の一環として、マイクロズー、小規模水族館などの催し物

や、本市職員、獣医や外部講師を中心に座学を総合市民会

館で行い、また近隣学校生徒とも協働され地域で主体的に

維持管理を行って頂いている動物園から先の河川を活かし

ていくこと。 

街づくりとして、総合市民会館と遊亀公園や周辺史跡と

動物園とコラボして、水に親しめる回遊の導線を作り、 

動物園と総合市民会館周辺一体エリアの地域活性化街づく

りとして併せ行うことが望ましいと考えますが、当局の御

所見をお示し下さい。 

三つ目 

本市動物園の動物頭数に比する獣医人数は不足している

現状があります。今後のリニューアル後の動物園事業に際
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して業務が増える事での更なるキャパ不足も考えられます。

本年採用された獣医の動物園獣医への併用業務の検討と共

に、新規採用についての御所見をお示しください。 

また子どもの多い動物園で有ることから、よりいま以上

に親しみの湧く動物園とできる動物園職員の新たな制服採

用の検討について、当局のご見解をお示しください。 

4‘20“ 
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甲府市 樋口雄一 甲府市長答弁 

遊亀公園及び附属動物園の整備計画について 

遊亀公園附属動物園は、遊亀公園内にある「県内唯一の

本格的な動物園」であり、大正 8 年に開園した伝統ある都

市型動物園で、現在、哺乳類・鳥類・爬虫類を 55 種・244

点飼育・展示しています。 

また入場者数については、平成 25 年度と比較すると、 

平成 28 年度は、約 13 万 3,300 人と 2 万 2,900 人増加する

中、子どもの入場者数は、約 6 万 2,600 人と、8,300 人増え

ており、新たな動物の展示や職員による各種イベントの開

催等を通じて、近年、人気が高まっています。 

こうした中、平成 31 年には、動物園の開園 100 周年とと

もに、「こうふ開府 500 年」という歴史的な節目を迎えるこ

とから、現在、遊亀公園及び附属動物園の整備計画の策定

に取り組んでいるところであります。 

 

私は、「第六次 甲府市総合計画」において、施策の柱に

「次代を担う こどもたちを育む」を位置づけ、「子ども最
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優先」をまちづくりの大きな柱として打ち出しております。 

したがって、整備計画においては、遊亀公園及び附属動

物園のリニューアル事業を、本市の主要なまちづくりの一

環として捉え、「子ども最優先」を基本コンセプトとして策

定して参ります。 

策定に際し、動物園の社会的な役割である「環境教育」

の実践の場として検討する為、帝京科学大学と「教育普及

活動 及び 研究活動に関する協定」を締結し、動物の生態

にあわせた展示方法や飼育管理などの協議成果を本整備計

画に盛り込むことといたしました。 

またより一層、子どもたちにとって親しみやすく楽しい

空間や機能に関して、子育て世代の皆様からも、ご意見を

いただく必要があると判断し、今年度「市民ワークショッ

プ」を開催することといたしました。 

お寄せいただいたご意見については、できる限り整備計

画に反映させてまいりたいと考えており、さらに、幅広く

市民の皆さんの意見をお聴きするため、パブリックコメン

トも実施して参ります。 
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歴史ある遊亀公園動物園は、子どもの頃、親に連れられ

て来園し、また、親となって子どもを連れてくるなど、何

世代にもわたり継続されていることから、今後におきまし

ても、引き続き親しまれる公園として、また、愛される動

物園として整備できますよう、総合的な視点から今年度末

を目途に整備計画を策定してまいります。 

 

秋山 都市建設部長答弁 

生涯教育とまちづくりについて 

動物を育む生涯教育につきましては、現在、遊亀公園動物

園の園内において、市職員による子どもを対象とした動物

教室やサマースクールなどの様々なイベントの開催及び動

物とのふれあい体験などを通じ、命の大切さや自然環境を

学ぶ機会を数多く設けております。 

総合市民会館等での動物の生態や飼育に関する講習会な

どの開催につきましては、市民ニーズを把握する中で実施

可能な取組みについて検討してまいります。 

次に、まちづくりにつきましては、周辺の史跡や水辺の
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活用など、ご提案いただきました事例も含め、多角的な視

点から調査・研究してまいります。 

 

輿石 総務部長答弁 

動物園の獣医師等について 

動物園の規模に対する獣医師の配置につきましては、法

令等の明確な基準はありませんが、遊亀公園附属動物園の

獣医師につきましては、現在、正職員 1 名と、緊急時に対

応できる嘱託職員 1 名を配置し業務にあたっているところ

であります。 

リニューアル後の動物園運営に伴う人員体制につきまし

ては、現在、動物園の規模や飼育動物などの基本的な方向

性が未定でありますことから、今後策定する、動物園の整

備計画、運営方針等を踏まえる中で、適切に対応してまい

りたいと考えております。 

また、動物園職員の制服にゆきましては機能性とともに、

来園者の好感が得られるよう、今後、現場の意見や他都市

の状況を調査する中で検討してまいります。 
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要望 

市長からは直接ご答弁を賜りまして、大変にありがとうご

ざいました。 

獣医につきましては中核市移行に伴い採用されたことも

承知しておりますが、動物園に於いて、多種多様な動物の

手当などをすることで獣医技術のスキルアップにも繋がり

ますので、人員のコストなども鑑み対応して行かれる事を

望みます。 

また親しみの湧く動物園とするためには、リニューアル

オープン時で結構ですので、職員制服は検討して頂くこと

をお願いします。これは職員意識向上でも良い改善とも考

えています。 

今般改めて先ほど樋口市長からは、子ども最優先を基本

コンセプトという事で、環境教育実践の場として、有識者

からのご意見を取り入れ、動物の生態にあわせた展示方法

を整備計画に盛り込まれるとのこと、一層子どもの視点に

立ち、子ども達にとって親しみやすい、子育て世代の方々

ともワークショップを開催し、パブコメの実施などを行っ
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て、これは広く市民に問い掛け、遍く市民に公平に聞くこ

とが、甲府市の重要な公共政策立案の観点だと思います。 

私も前回質問に於いて、甲府市史に記載ある通り、二代

目動物園長の小林園長の耐乏された動物園の状況をご家族

にも聞かせて頂きました。人間の都合により苦しんだ動物、

戦時中に苦労された動物園の困窮状況も、私立で園長が戦

後まで営々と守って来られたお蔭で辛い日々を乗り越えた

事実があります。通称、太田町動物園の歴史について前々

回の質問で述べさせて頂きました。 

本日市長ご答弁に同じく、この質問のなかで、「子どもの

頃、親に連れられ、親になって子供を連れて来る」を述べ

たのですが、これは嬉しく思います。この質問ではもう一

つとして「年寄りになって孫に連れられて来た時」とも述

べましたが、若かりし頃、この子の親を連れて来たなあと

動物園を通して、この時にこの良き思いでや、昔の自分に

邂逅することができる場所なのでもあります。 

この何代にも渡って染みわたっている動物園への想いを

後の我々が軽々に扱ってはならないものだと考えます。 
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市長からは、子ども最優先を基本コンセプトに環境教育

実践の場、親しまれる公園、そして愛される動物園との 

ありたき姿、そして、今年度末を目途に整備計画を策定さ

れるとの熱き決意を聞かせて頂きました。 

議会での重要な政策推進項目でありますことから、私自

身、議会議員の責務としても、議会、委員会などでの熟議

を尽くして行くことが肝要だと言うふうにも考えます。ど

うか市長の掲げた政策を推進し、各部局でより一層の施策

推進をしていただきたいことを要望致しまして 

今般の会派公明党としての一般質問を閉じさせていただ

きます。 

ご清聴ありがとうございました。 

 


